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国際競技大会におけるスポーツ医･科学の活用戦略に関する一考察
一包括戦略としての栄養サポートー

久木留　毅1)

Discussions on the strategies for an effective utilization of sport

medicine and science at the International Competitions: Nutrition

support as a comprehensive strategic approach

Takeshi KUKIDOME 1)

Abstract

The Japanese Olympic Committee UOC) held the meeting called "JOC Project for Preparation

towards Beijing." The purpose of this meeting was to provide a comprehensive support for the

Japanese team toward the 2008 Beijing Olympic Games. At the meeting, a number of features

as comprehensive strategic support plans were discussed to improve the performance of the

Japanese team at the Beijing Olympic Games (e.g., a total support, conference events, pre-Game

investigation and inspection, and marketing).

As advised by the JOC Information and Strategic Planning subcommission the nutrition

support team was established as part of the comprehensive support startegy for Team Japan. In

order to take a comprehensive support approach, the nutrition support system was developed

in corporation with the JOC Medicine and Science subcommissions, JISS, and NTC. The JOC

Information and Strategic Planning subcommission coordinated this corporation among different

sport scientific fields and organizations. The activities of the nutrition support team included

crisis-management on food, conditionlng Support, COllectlng, managlng and providing food-related

information. Activities of the Team Japan Nutrition Support Team were conducted prior to, during

and following the Beijing Olympic Games. As a result, gathering and providing information prior

to the Game was considered particularly important.

The food environment of the Olympic Village at the Beijing Olympics was well organized. For

the future preparation toward the Olympic Games, nutritional education is also considered as very

important for athletes from junior age.

Key words : Beijing Olympic Games, JOC Project for Preparation towards Beijing, Comprehensive

Strategic, Nutrition Support
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はじめに

2008年に行われた第29回オリンピック競技大

会(北京/2008)において日本は､金メダル獲得

数で前回のアテネ大会(第5位)注1)より順位を落

としたが､各競技者の活躍で世界8位(金9個､

銀6個､銅10個)となった｡しかし､日本オリン

ピック委員会(以下JOC)は､ 2016年東京オリン

ピック･パラリンピックの招致に成功した場合に

金メダル獲得数において､世界第3位を目指すこ

とを掲げている｡北京大会では日本より多くの金

メダルを獲得している国が7カ国あり､これらの

ライバル国に勝っていくためには戦略的な競技力

向上策を実施していく必要があることは言うまで

もない｡

一方強豪国では､多くのスポーツ医･科学の取

組みを行っているが､中でもコンディショニングと

リカバ1)一に関係するものが多い1･2)｡このことは､

競技者のパフォーマンスがコンディションによっ

て左右されるという研究からも理解できる3･4)｡

国際総合競技大会におけるコンディショニング

の低下要因としては､少なくとも二つの要因が考

えられる｡一つは､長時間の航空機による移動で

ある｡長い場合には､ 12時間以上もの渡航過程を

経なければ目的地-到着することはできない｡こ

のことついては､我が国でも話題となった肺動脈

血栓塞栓症5)､別名エコノミークラス症候群6)に

代表されるように競技者の体調に不具合をきたす

恐れがある点からも研究が行われている｡

二つ目は､現地滞在中の栄養補給の不備による

コンディショニングの低下である｡特に今回の北

京オリンピックでは､大会開催前から中国･北京

市内の劣悪な食環境に関する報道が多くなされて

いた｡食の安全対策に関しては､日本選手団とし

ても何らかの対策を立てる必要があるとの意見が

JOCの役員を中心に挙がっていた｡

長時間の移動に関するコンディショニングにつ

いては､これまでにスポーツ医･科学の研究が多

く発表され､その対策についても認知されている

ものが少なくない｡また､今回の北京オリンピッ

クは､日本からの移動距離が3時間と比較的短かっ

たことから大きな問題とはならなかったと推察で

きる｡

そこで､本稿では日本選手団が北京オリンピッ

ク前に立てた包括戟略の中でコンディショニング

に関係する栄養サポートに関して紹介するととも

に､選手村でのコンディショニング(栄養摂取)

ついても考察し今後の戦略立案に繋げることを目

的とする｡

1. JOC北京対策プロジェクト

JOC北京対策プロジェクトが､ 2007年度に開催

された各競技の世界選手権にて好成績を挙げるこ

とができなかった現状を踏まえ､北京オリンピッ

クに向けて日本代表選手団を包括的に支援してい

くことを目的として立ち上げられた(2007年11

月9日)｡また､プロジェクトの目的は､北京オ

リンピックに向けて味の素ナショナルトレーニン

グセンター(以下NTC) /国立スポーツ科学セン

ター(以下JISS)が有効に活用され､効率的に日

本代表選手団が強化されるよう企画､調整､支援

を行ことと説明された｡プロジェクトでは､日本

選手団として各競技団体に対して最善の支援策を

講じるために､各競技団体の強化担当者を招いて

の意見交換､ヒアリングを中心に会議を構成し､

各競技団体とコミュニケーションを図ることに重

点がおかれた｡

JOC北京オリンピック対策プロジェクトのメン

バー構成は､以下の通りである｡プロジェクトリー

ダーは､上村春樹理事が担当した｡

【プロジェクトメンバー】

福田富昭理事(北京オリンピック団長)､市原則之

理事(副団長)､上村春樹理事(総監督:プロジェ

クトリーダー)､青木剛理事､瀬古利彦理事､田嶋幸

三理事､勝田隆(情報医科学専門委員会副委員長)､

増島篤(医学サポート部会長)､赤間高雄(医学サ

ボート部副会長)､阿江通良(科学サポート部会長)､

杉田正明(科学サポート副部会長)､久木留毅(情

報戦略部会長)､和久貴洋(情報戦略副部会長)｡

これまで､オリンピック競技大会やアジア競技

大会に向けた具体的な対策は競技団体独自で実施
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されてきた｡しかし､ 2001年に作成したJOCゴー

ルドプラン注3)では､中長期的な国際競技力向上の

必要性を示し､具体的なアクションプランを提示

してきた｡その一つとして､北京オリンピック開

催の8ケ月前からJOCとしての具体的な対策が動

き出した点は評価すべきであろう｡

1 - 2包括的な戦略プラン

今回の北京対策プロジェクトが行った競技力向

上策としては､メダル獲得に関する包括的戦略プ

ランが象徴的と言えよう｡このプランには､サポー

トに関する総合的戦略､カンファレンスイベント

戦略､事前調査視察における戦略､広報戦略があっ

た｡

その中でサポートに関する総合戦略では､ JISS

の活用を含めた情報･医･科学サポートもプラン

の中に入っていた｡このことは､オリンピックに

おけるスポーツ情報･医･科学サポートの重要性

をJOCが十分認識していることを表していたと言

えよう｡

1-2-1北京コンディショニング対策セミナー

カンファレンス戦略の一つとして､北京コン

ディショニング対策セミナーを開催した｡セミ

ナーでは､北京オリンピックに関わる諸場面にお

けるコンディショニングの課題について､その対

応策となる具体的知見を科学的及び事例的アプ

ローチにより導き出し､北京大会の実情に即した

形でコーチ等に提供することを目的とした｡

セミナーの具体的な内容は､北京オリンピック

のコンディショニングに関する科学的アプロー

チに関する全体レビューを行うとともに､オリン

ピック･メダリスト等のトップレベル経験者を招

聴し､諸場面におけるコンディショニングに関わ

る成功/失敗事例を共有することであった｡また､

諸課題に関わる科学的知見も併せて提示すること

で､あらゆる観点から北京大会での具体的方策を

議論する｡

主に､選手村での長期滞在に関わるコンディ

ショニング､入相のタイミング及び入相後の留意

事項､選手村及びオリンピック環境でのストレス

マネジメント､移動対策(東京～北京聞及び現地

での移動)等に関する情報提供が3回に渡ってナ

ショナルトレーニングセンター(現味の素ナショ

ナルトレーニングセンター:以下NTC)で行われ

た｡

第1回:平成20年6月24日(火)

第2回:平成20年7月7日(月)

第3回:平成20年7月14口(月)

対象者は､北京オリンピックに参加する競技団

体のチームの監督･コーチ･支援役員等とJOCお

よびJISSスタッフとした｡多くの競技団体関係者

が3回のセミナーに参加した｡

オリンピック･メダリストの経験は､何よりの

情報提供と考えられた｡また､彼ら彼女達は､自

分達の持っているナレッジ(経験と知識)を日本

のために提供したいと考えていることも話す内容

から理解できた点は､今後JOCが開催するカン

ファレンス等に活かしていく必要がある｡

また､多くの競技団体の指導者が3回のカンファ

レンスに参加したのは､用意周到な準備こそオリ

ンピックという4年に一度訪れる最大の舞台での

成功に繋がると考えているからだったのかもしれ

ない｡

1 -2-2チームジャパン栄養サポート瑛

当初､栄養面でのサポートに関しては､北京対

策プロジェクトでは取り上げられていなかった｡

主な栄養サポートは､競技現場(試合や合宿)で

食事の提供をすることが一般的だと考えられてい

た7)｡しかし､大会現地情報の提供を含めた事前

情報の提供がJISS開所の2001年10月以降に行わ

れるようになってきた｡ JISSでは2002年に開催

されたアジア競技大会(釜山)より､選手村のメ

ニューの和訳等のサポートを行い､ 2004年のアテ

ネオリンピック前には､ JISS内のレストランにお

いてオリンピックを意識した食事フェアーを開催

してきた8'｡さらに､ JISS医学研究部栄養グルー

プは､要請のある各競技団体の栄養サポート活動

にも関わっていた｡

さらに､各競技団体の拠点練習場となるNTC

が2008年1月に開所した｡ NTCのレストラン運
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営は､エームサービス(秩)が行う事になってい

た｡このことも栄養サポートを実施する上で重要

な要因の一つであった｡理由は､エームサービ

(秩)が三井グループ企業と米国アラマーク社との

合併企業であり､アラマーク社は､ 2004年アテネ

オリンピック時の選手村内メインダイニングホー

ルを運営していた会社で､ 2008年北京オリンピッ

クでもメインダイニングホールの運営を行うこと

になっていたからである｡日本の子会社にあたる

エームサービス(秩)は､メインダイニングホール

のスタッフを数名派遣することになっていた｡本

番の北京オリンピクまでNTCを日々の練習拠点

とする多くの競技団体においては､栄養面でのサ

ポートを上手く取り入れることにより効率的なコ

ンディショニング戦略を展開することができると

考えられた｡また､北京オリンピック前の各種の

メディア報道では､食の安全に関するものが少な

くなかった｡

これらのことから北京対策プロジェクトでは､

情報戦略部会より包括的戦略プランの一つとして

競技団体のヒアリングにおいて栄養サポートの要

請がある団体に関して､積極的に支援していくべ

きであるとの提案が行われた｡また､カンファレ

ンスイベント戦略の一つとして開催したJOCテ

クニカルフォーラムit4)の中で､金メダル獲得が

有望な競技団体より｢JOCはチームジャパンとし

て何をしてくれているのか｣との意見が出された

ことから､情報戦略部会が中心になり競技団体の

意見をさらに聞きだし､求めている要望を受け入

れていこうということになった｡ JOCテクニカル

フォーラムで意見を出した競技団体が求めている

要望が､栄養面に関係することから栄養サポート

を積極的に展開していくことに繋がった｡

そこでJOC北京対策プロジェクトでは､スポー

ツにおける栄養補給の重要性を考慮しチームジャ

パン栄養サポート班を組織した｡チームジャパ

ン栄養サポート班の活動は､情報戦略部会がコー

ディネートし医学サポート部会､科学サポート部

会､ JISS､ NTCが連携し､栄養に関するサポート

体制(食に関する危機管理､コンディショニング

サポート､食に関する情報の収集管理･提供)を

構築し包括的なサポートが行えるように整えられ

ていった｡

チームジャパン栄養サポート班の役割は､大会

前､大会中､大会後に分けて考えられた｡大会前は､

現地調査､競技団体の要望に対する調査と調整､

情報収集分析から資料作成を行い､事前に現地の

食環境に関する資料が各カンファレンスや北京オ

リンピック監督会議で配布された｡大会中は､競

技団体の要望に対する支援､情報収集分析からの

資料作成､緊急支援体制の設置を行うことが検討

された｡しかし､オリンピックの特殊性から各ゾー

ンに入出するには､資格認定カード(ADカード)915)

が必要であり自由に自分達が考えられるサポート

が展開できなかった｡大会後は､次大会に向けた

反省と情報共有がチームジャパン栄養サポート班

として実施された｡この中でオリンピック期間中

の栄養サポートに関しては､今後の大きな課題で

あることが明らかになった｡先述した通りADカー

ドの問題から選手村に入ってのサポートは困難で

あるとともに､競技者が北京に入ってから栄養に

関してサポートを希望することはほとんど無いよ

うに見受けられた｡これらのことから栄養サポー

トに関しては､大会前の現地調査による情報収集

と配信が重要であると考えられた｡

今回のチームジャパン栄養サポート班は､ JOC

としても初めての試みであり課題も多く明らかに

なった｡その中で2008年1月18日に行われた北

京オリンピック事前視察時に開催された競技団体

とのミーティングでは､栄養サポート班が提出し

た情報が有益であるとの評価を得たことは､今後

の活動に向けた大きな一歩であると考えられた｡

2.北京オリンピック選手村の食環境

2-1メインダイニングホール

日本人競技者を含む各国の競技者達は､ほとん

どが大会期間中北京の中心地から北側に位置する

選手村に居住していた｡その数は各国の選手･ス

タッフを合わせて約16,000人｡これだけの人数の

食事を一手に賄うメインダイニングホールは､競

技者および役員用に5,0(対席､スタッフ用に1,000
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Beijing Olympic Village 

Main Dining Hall 

叩ー i 一一¥

図1 北京選手村イ府轍図メインダイニングとカジュアルダイニング

~ 
M 

-s..: ・少宮3 岨畠

QSe 9 
1. Welcome Centre 

2. Main Entry Parking Lot 

3. Guest Pass C巴ntr 巴

4. Media Centre 

5. International Zo 円E

6. Welcome Cer 巴mony

Stage 

7. Longwang Temple 

8. Ent 巴rtainm ent Centr 巴

9. Sports Centre 

10 . Swimming Pool 

11. Pea ce Square 

12. Religious Centr 巴

13. Main Dining Hall 

14. Jogging Route 

15 . VOlleybal1 Cou 代

16. Basketball Cou 代

17. Tennis Court 

18. Logi sti cs Centre 

19 . Transport Mall 

20 . NOC Services Centre 

21. Ch 巴fs de Mission 

Meeting Hall 

22. Sports Information 
Centre 

23. Polyclinic 

24 . Super Reside 円tCentre 

25. Resident Centre 

26. Ca sual Dining Hall 

27. NO C Parking Lot 

栄養表示(英語，フランス1i A，I- I:l国時)

図2 北京選手村メインダイニング 図3 栄養表示(英語、フランス語、中国語)

席を用意し 24 時間体制でサービスの提供を行っ 2 - 2食事内容

ていた(図1， 2) 。料理名と栄養成分に関しては、 食事の内容は中華料理に特に力が入れられてい

英語、フランス語、中国語で標記がなされていた たが、アジアンコーナ一、地中海コーナー、国際

(図 3) 。 コーナーの 3種類に大別され、その他にサラダコー

さらに、衛生面から入り口には、手部用の消毒 ナ一、フルーツコーナー、パン、乳製品(牛乳、

方法の説明があった。 ローフ ァッ ト牛乳、ヨーグルト)、アイス、飲料 (オ

レンジジ、ユース、コカコーラ、ダイエットコーラ、
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コーヒー、デカフェ、ミネラルウォーター、スポー

ツ飲料)、があった 。また、入口を入って左奥に

はマクドナルド(オリンピックオフィシャルスポ

ンサー)があり、多くの競技者、役員等が利用して

いた。(図 4)

図4 メインダイニングホール内のマクドナルド

北京オリンピックの選手村・メインダイニングに

おける日本人競技者、スタッフの評判は全般的に

良かった。大会前のメディアによる食環境問題に

ついても心配された事態は起こらなかった。

2 - 3 カジ‘ュアルダイニングホール

カジ、ユアルダイニングホールは、選手村ーの中心

地から南西に位置し 300 席用意され、午前 6 時か

ら22 時までの利用が可能であった。メニューは

中華料理を中心とする内容となっていた。また、

利用は競技者および役員に限られていた。

2 - 4栄養コンデイショニングの事例

ダイニングホールの食事は比較的美味しいとの

意見が多かった。しかも、チームジャパン栄養サ

ポート班の調査では、栄養素と衛生面という点か

らも、決して悪いものではなかった。日本の競技

者の中には主食を自分で持ち込み、主菜、副莱等

のみ用意された物から摂っている者もいたD また、

気分転換にダイニングホールを利用し、試合直前

は日本から持ち込んだ、食事を部屋で、摂っている競

技者も見受けられた。この様な活用は、今後のオ

リンピック等での食事のとり方として多くの競技

者の参考になる可能性がある口

3. 今後のチームジャパンとしての栄養

サポートに関するオリンピック戦略

競技者はオリンピック期間中選手村ーでの生活が

中心になるため、この環境に適応できる者、およ

び環境を自ら変えられる者のみが目標を達成する

可能性が高いと考えられる。その中で、運動・栄養・

休養の観点からも食事は大切な要因の 1つとなる

ことは間違いない。しかし、オリンピックの直前

に栄養の知識を付け、実践することは難しいのが

実情である o NTC やJISS では、しっかりとした

食事をとっていたのに、オリンピックの選手村で

ファーストフードに並ぶ日本人競技者が少なくな

かった。つまり、シニアの競技者になってから急

に栄養の知識を付けるのでは遅く、ジュニア世代

からの栄養教育がオリンピックという場において

も必要と考えられた。

また、環境に適応することは大切であるが、欧

米諸国の競技者等を観察していると環境に適応す

るというより、環境を自分達で過ごしやすいよう

変えているように見受けられた。この点からも食

事が悪いなら悪いなりに、正しく対処する知識を

身に付けることも必要である D

幾多の試練を乗り越えオリンピックという大舞

台に立ち、最後のコンデイショニングで失敗しな

いためにも、ジ、ユニア世代からの栄養教育につい

て競技聞を越えた取組みを行うことが、今後の重

要な課題の一つであると考えられた。

以上

注

注1)世界的に参加国における金メダル獲得数の

合計で順位を決定する O

注 2) 1976 年に開催されたモントリオールオリン

ピックでオーストラリアは金メダルをひと

つも獲得できなかった(金メダル O個、銀

メダル 1個、銅メダル 4個、計 5個)こと

に端を発する O この事実に衝撃を受けたオー
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ストラリア政府の主導によって､フィジカ

ル･メンタル両面を科学的に研究し､トッ

プアスリートの発掘･育成を目的とする機

関AISが1981年に創設された｡ 2000年シ

ドニーオリンピック金メダル16個､銀メダ

ル25個､銅メダル17個､計58個を獲得｡

2004年アテネオリンピックおいても金メダ

ル17個､銀メダル16個､銅メダル16個､

計49個のメダルを獲得し､再び第4位のメ

ダル獲得数を誇っている｡

注3) 2000年に文部省(現文部科学省)から出さ

れたスポーツ振興基本計画の競技スポーツ

に関する施策の主担当となっていたJOCは､

2001年に国際競技力向上プランであるJOC

ゴールドプランをだした｡

注4) JOCテクニカルフォーラムは､競技団体の

現場(コーチ､医科学サポートスタッフ等)

の問題や課題について話合う場として､ま

た､国際競技力向上に必要な情報を競技現

場に提供することを目的に､強化本部の情

報･医･科学専門委員会の下部組織である

情報戦略部会が中心となり企画･道営を実

施している｡

注5) ADカードは､選手団(出場選手の数によ

り決定)に一定の数を割り振られるという

オリンピックのルールがある｡
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